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トランプ大統領。Ｇ７サミット、そして米朝首脳会談を控え、大変お忙しいときにこうして心

温まる歓待をいただいたことに御礼を申し上げたいと思います。 

 そして、同盟国として常に私たちを温かく迎えてくれるアメリカの国民の皆様にも深く感謝申

し上げたいと思います。 

 ５日後の米朝首脳会談、過去のどの大統領も成し遂げることができなかった決断を下し

た、トランプ大統領の力強いリーダーシップに対して、まず心からの敬意を表したいと思いま

す。 

 この１年半、私たちは本当に多くの時間をかけてこの問題について話し合ってきました。過

去の過ちを決して繰り返してはならない。大統領とこの思いを完全に共有する中で、歴史的

な会談へとたどり着くことができました。 

 本日、トランプ大統領とは北朝鮮問題に多くの時間を費やして話し合いました。来るべき

米朝首脳会談、さらにはその後の北東アジアの平和と安定に向けて私たちが何をなすべき

か、そのことについて時間をかけて相当突っ込んだ率直な意見交換を行うことができました。

その詳細について今申し上げることはできませんが、ただ一つ申し上げることができるのは、日

米は常に共にある。シンガポールで行われる、歴史的な会談の成功を強く期待しています。 

 新潟という、日本海に面した美しい港町に住む、僅か１３歳の少女が北朝鮮によって拉

致されました。それから４１年、家族はただひたすらに、その帰りを願い、待ち続けてきまし

た。御両親も高齢となり、残された時間が少なくなる中で、お元気なうちに、めぐみさんを、再

びその手で抱き締めることができる。全ての拉致被害者が帰ってくる日が訪れることを、日本

国民は、切に願っています。 

 拉致問題を早期に解決するため、私は、もちろん、北朝鮮と直接向き合い、話し合いた

い。あらゆる手段を尽くしていく決意です。 

 そして、この拉致問題の解決に対する、トランプ大統領を始めアメリカ国民の皆様の御理

解と御支援に、日本国民を代表して感謝申し上げたいと思います。 

 累次の安保理決議の完全な履行を求めていく。これまでの方針に、全く変更はありませ

ん。 

 拉致、核、ミサイルの諸懸案を包括的に解決し、北東アジアに真の平和が実現すること

を、我が国は、強く願っています。 

 今、正に、そのための大きな一歩を踏み出そうとしている。トランプ大統領、あなたが、その

新しい歴史をつくろうとしています。 



 日本だけではありません。国際社会全体が、米朝首脳会談によって、北東アジアの平和と

安定に向けた扉が開くことを、強く期待しています。 

 北朝鮮には、豊富な資源があり、勤勉な労働力があります。北朝鮮が正しい道を歩むの

であれば、明るい未来を描くこともできる。我が国も、日朝平壌（ピョンヤン）宣言に基づい

て、不幸な過去を清算し、国交を正常化し、経済協力を行う用意があります。できる限りの

役割を果たしていく考えです。 

 ドナルド。世界の平和と繁栄への強いコミットメントを高く評価します。そして、米朝首脳会

談の成功に向けて、日本としていかなる支援も惜しまないことを、最後に申し上げます。 

 私からは、以上であります。 

 


